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9)  井波智恵子，牧野輝彦，竹上與志昌，濱島 丈，清水忠道．5 年の経過観察で Angio immunoblastic T-cell lymphoma
（AITL）の診断に至った紅皮症の 1 例．第 79 回日本皮膚科学会東京東部支部合同学術大会；2016 Feb 20-21；東京． 
10)  牧野輝彦．アトピー性皮膚炎－最近の話題－．2016 年アレルギー性疾患講演会；2016 Feb 21；富山． 
11)  林 政雄，牧野輝彦，杉田友里，三澤 恵，清水忠道．MYB-NFIB gene fusion を検出した単発型皮膚円柱腫の 1 例．
第 449 回日本皮膚科学会北陸地方会；2016 Feb 28；金沢． 
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12)  杉田友里，牧野輝彦，三澤 恵，清水忠道．特発性分節型無汗症の 1 例．第 449 回日本皮膚科学会北陸地方会；2016 
Feb 28；金沢． 
13)  牧野輝彦．遺伝カウンセリング－富山大学附属病院の取組み－．第 7 回がん患者と家族のための講演会；2016 Mar 
19；富山． 
14)  清水忠道．皮膚科医にとっての漢方薬とエビデンス．遠州皮膚科医会講演会（特別講演）；2016 Apr 13；浜松． 
15)  牧野輝彦．褥瘡の治療 - up date -．富山県薬剤師会研修会（講演）；2016 Apr 14；富山． 
16)  松井恒太郎，鹿児山浩，林 政雄，森 直哉，杉田友里，井波智恵子，渋谷高子，原 寛，清水教子，三澤 恵，
牧野輝彦，清水忠道．富山大学皮膚科における悪性黒色腫に対するフェロン維持療法の有効性の検討．第 32 回日本
皮膚悪性腫瘍学会学術大会；2016 May 27；鹿児島． 
17)  清水忠道．赤ら顔と漢方「にきび・赤ら顔 放っておけない皮膚症状－漢方薬ができること－」．第 115 回日本皮膚
科学会総会（モーニングセミナー 講演）；2016 Jun 3-5；京都． 
18)  原 寛，牧野輝彦，林 政雄，関 友里，三澤 恵，清水忠道，石井文人，橋本 隆．抗 Dsg3 抗体と抗 Dsc2，3
抗体を検出した粘膜優位型尋常性天疱瘡．第 115 回日本皮膚科学会総会；2016 Jun 3-5；京都． 
19)  杉田友里，牧野輝彦，三澤 恵，清水忠道．特発性分節型無汗症における発汗障害メカニズムの検討．第 115 回日
本皮膚科学会総会；2016 Jun 3-5；京都． 
20)  吉久陽子，森 直哉，鹿児山浩，井波智恵子，三澤 恵，清水忠道．漢方薬による薬疹診断における末梢血単核球
サイトカイン測定の有用性．第 115 回日本皮膚科学会総会；2016 Jun 3-5；京都． 
21)  本田治樹，江上将平，横山知明，牧野輝彦，清水忠道，石井文人，橋本 隆，杉浦 丹．IgA 抗表皮トランスグル
タミナーゼ抗体を検出したジューリング疱疹状皮膚炎の 1 例．第 115 回日本皮膚科学会総会；2016 Jun 3-5；京都． 
22)  竹本景太，鹿児山浩，森 直哉，原 寛，松井恒太郎，清水忠道．クロタミトンによる接触皮膚炎を契機とした溶
連菌性壊死性筋膜炎の一例．第 115 回日本皮膚科学会総会；2016 Jun 3-5；京都． 
23)  清水忠道．見逃していそうな痒い疾患－患者のストレスを見逃さない－．福井県最新皮膚科診療セミナー（特別講
演）；2016 Jun 11；福井． 
24)  清水教子，安東嗣修，吉久陽子，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．菌状息肉症の痒みと好酸球．第 37 回富山免疫ア
レルギー研究会；2016 Jun16；富山． 
25)  三澤 恵．ポルフィリン症．北陸皮膚科セミナー；2016 Jun 19；金沢． 
26)  三澤 恵．乾癬の病態と治療．乾癬：疾患と治療に関する市民公開講座；2016 Jul 2；富山． 
27)  虎井僚太郎，三澤 恵，牧野輝彦，林 政雄，清水忠道．プロテイン S 徳島変異を検出した若年発症の深部静脈血
栓症の 1 例．第 450 回日本皮膚科学会北陸地方会；2016 Jun 28；金沢． 
28)  古川史奈，牧野輝彦，虎井僚太郎，三澤 恵，清水忠道，北啓一朗，下条竜一．Nail-Patella 症候群の 1 例．第 450
回日本皮膚科学会北陸地方会；2016 Jun 28；金沢． 
29)  清水忠道．皮膚疾患における漢方治療の決め手．東北地方会講演会（特別講演）；2016 Jul；仙台． 
30)  森 直哉，三澤 恵，清水忠道．誤飲によって生じた殿部灯油皮膚炎の 1 例．第 12 回加齢皮膚医学研究会；2016 
Jul 9-10；奈良． 
31)  吉久陽子，松永憲治，Rehman MU，清水忠道．Apigenin の MIF を介した UVB 誘導メラニン形成抑制効果．第 38 回
日本光医学・光生物学会；2016 Jul 22-23；京都． 
32)  牧野輝彦．高齢者の皮膚疾患．高岡ふしき病院 総合機能評価研修（講演）；2016 Jul 26；富山． 
33)  三澤 恵．当院におけるクレナフィンの使用経験．富山県爪真菌症研究会；2016 Jul 28；富山． 
34)  赤坂英二郎，中野 創，三澤 恵，清水忠道，澤村大輔．長島型掌蹠角化症との鑑別を要した Papillon-Lefèvre 症候
群．第 31 回角化症研究会；2016 Jul 30；東京． 
35)  清水忠道．診断に苦慮する小児皮膚疾患－手・足・四肢の疾患－．上越皮膚セミナー（特別講演）；2016 Jul 30；上
越． 
36)  杉田友里，牧野輝彦，松井恒太郎，清水忠道．Eccrine syringofibroadenoma（ESFA）の 1 例．第 451 回日本皮膚科学
会北陸地方会；2016 Sep 6；富山． 
37)  森 直哉，松井恒太郎，鹿児山浩，原 寛，清水忠道．右頸部リンパ節梗塞の 1 例．第 451 回日本皮膚科学会北陸
地方会；2016 Sep 6；富山． 
38)  牧野輝彦，宮園卓宣，中島隆彦，三澤 恵，清水忠道．色素性蕁麻疹患者に生じた原発性皮膚 MALT リンパ腫の 1
例．第 80 回日本皮膚科学会東部支部学術大会；2016 Oct 29-30；浜松． 
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39)  清水教子．α-MSH はマウスにおいてケラチノサイトからのヒスタミン遊離を介して痒みを引き起こす．Toyama 
Science GALA 2016；2016 Sep 30；富山． 
40)  吉久陽子．表皮細胞において macrophage migration inhibitory factor（MIF）が温熱誘導アポトーシスを抑制する機序
の解明．Toyama Science GALA 2016；2016 Sep 30；富山． 
41)  牧野輝彦．アトピー性皮膚炎の治療戦略．上越皮膚科医会講演会；2016 Oct 1；上越． 
42)  鹿児山浩，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．アカエイ刺傷の 1 例．第 67 回日本皮膚科学会中部支部学術大会；2016 
Oct 22-23；大阪． 
43)  林 政雄，牧野輝彦，杉田友里，三澤 恵，清水忠道．頭部に生じた単発型皮膚円柱の 1 例．第 67 回日本皮膚科学
会中部支部学術大会；2016 Oct 22-23；大阪． 
44)  藤澤綾乃，氏野由理，筒井清広，西岡 亮，牧野輝彦．SLE に合併した抗 eTG 抗体，抗 tTG 抗体陽性 Duhring 疱疹
状皮膚炎の 1 例．第 67 回日本皮膚科学会中部支部学術大会；2016 Oct 22-23；大阪． 
45)  清水教子，安東嗣修，吉久陽子，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．菌状息肉症の痒みにおける好酸球浸潤とカリク
レイン 5 の関与．第 46 回日本皮膚接触皮膚炎・アレルギー学会総会；2016 Nov 5-6；東京． 
46)  新村哲夫，立瀬剛志，山田正明，関根道和，松永憲治，清水教子，清水忠道，油本智美，升方章人．足浴による海
洋深層水効果の検討．第 20 回海洋深層水利用学会全国大会海洋深層水 2016 滑川大会；2016 Nov 11-12；富山． 
47)  杉田友里．アザはレーザー治療でどこまで治せるようになったか．いいひふの日講演会；2016 Nov 13；富山． 
48)  松井恒太郎，若杉雅浩，高橋 恵，有嶋拓郎，奥寺 敬．急性アニリン中毒に対しメチレンブルー静脈注射薬を投
与した 1 例．第 44 回日本救急医学会総会学術大会；2016 Nov 18；東京． 
49)  林 政雄，牧野輝彦，古川史奈，三澤 恵，清水忠道．痒疹様丘疹を呈した IgG4 関連疾患の 1 例．第 452 回日本皮
膚科学会北陸地方会；2016 Dec 11；金沢． 
50)  原 寛，牧野輝彦，虎井僚太郎，森 直哉，杉田友里，松井恒太郎，清水忠道，和田暁法．左上腕に生じた皮下脂
肪織炎様 T 細胞リンパ腫．第 452 回日本皮膚科学会北陸地方会；2016 Dec 11；金沢． 
 
◆ その他 
1)  三澤 恵．FECH 遺伝子における遺伝子多型 IVS3-48C/C による不完全骨髄性プロトポルフィリン症（incomplete EPP）
の発症．Dermatology Today；2016 Mar． 
2)  清水忠道．赤ら顔と漢方「にきび・赤ら顔 放っておけない皮膚症状－漢方薬ができること－．第 15 回日本皮膚科
学会総会（Kampo Square）．2016 Jul 28；13(14)：17-23． 
3)  松井恒太郎．JATEC インストラクター；2016 May 22-23；東京，2016 Jul 16-17；富山． 
4)  三澤 恵．乾癬における生物学的製剤を中心とした治療について．マルホ社内講演会；2016 Jun 7；富山． 
5)  吉久陽子，清水忠道．温熱誘導アポトーシス抑制に関するマクロファージ遊走阻止因子（MIF）の役割．（一社）日
本ハイパーサーミア学会ニュース 学術報告 9 ハイパーサーミアに関する最近の話題 9．2016 Oct 13；No.032． 
6)  三澤 恵．心しなやかに．臨床皮膚科．2016；70(5)：154． 
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